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商 号 日糧製パン株式会社

本 店 所 在 地 札幌市豊平区月寒東１条１８丁目５番１号

代表取締役会長　山本 和明

代表取締役社長　吉田 勝彦

創 業 １９４３年（昭和１８年）１０月

常用従業員　６９８名　２０１５年３月３１日現在

臨時従業員　約９００～１,１００名

決 算 期 ３月

資 本 金 １０億５,１９７万円　２０１５年９月３０日現在

１,９１０名　２０１５年９月３０日現在

（内、単元未満以上の株主数　１,４５２名）

発行済株式総数 ２１,０３９,４８０株

単 元 株 数 １,０００株

代 表 者

株 主 数

従 業 員 数

会社概要
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株主数推移
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組織図（概要）
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1943年 10月 北海道報国製菓有限会社設立

1959年　3月 日糧製パン株式会社に改称

1966年 12月 東京へ進出

1977年 10月 札幌証券取引所へ株式上場

1990年　1月　 「チーズ蒸しパン」が大ヒット

（1990年度　日経優秀製品授賞、

 日経流通新聞賞優秀賞授賞）

1999年 東京製パン事業・米飯事業から撤退

2005年　7月 食パン「絹艶」発売

2009年　8月 山崎製パン株式会社と業務資本提携契約を締結

沿革
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2007年10月 札証ＩＲに参加

2011年 2月 札証ＩＲに参加



パンの市場規模

全国

約１兆４,０１６億円
（ 2013年度 経済産業省 工業統計調査）

北海道

約５９５億円
（2013年度 経済産業省 工業統計調査）
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※各社比率は当社推定値



和洋菓子の市場規模

全国

約１兆２,８０７億円
（ 2013年度 経済産業省 工業統計調査）

北海道

約５４４億円
（2013年度 経済産業省 工業統計調査）
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※各社比率は当社推定値



仕分け仕分け製 造製 造

当社の事業内容

配送・販売配送・販売

製品企画開発製品企画開発

品質検査品質検査

原料調達原料調達

製品開発から販売まで一貫して行う
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売上高構成比 2015年3月期 （単位以下切り捨て）

パン部門 ５２％

菓子部門 ２５％

調理パン・米飯類 １８％

合計
175億円
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「絹艶プレミアム」発売、
キャンペーンを活用した
ブランドイメージ向上と
取扱拡大

バラエティ食パンの寄与

食パン
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24億１千８百万円

（対前期比 102.5%）

売 上 高

アイテム数 約５０品

構成比 13.7%



「北の国のベーカリー」シリーズ、
「スイートデニー郎」など、ペストリーの
主力製品の販売強化と取扱拡大

菓子パン
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67億９千１百万円

（対前期比 101.9%）

売 上 高

アイテム数 約３００品

構成比 38.6%



串団子・まんじゅうが堅調に推移

ロングライフ製品および季節商品が伸長

和菓子
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34億３千６百万円

（対前期比 100.6%）

売 上 高

アイテム数 約１２０品

構成比 19.5%



チルドデザート類の伸長

スイスロールおよびシュークリームの伸び悩み

洋菓子
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10億９千９百万円

（対前期比 97.5%）

売 上 高

アイテム数 約６０品

◆和洋菓子の季節商品

約３０～９０品（年間約３００品）

構成比 6.2%



量販店向けの米飯類が伸長

調理パン・米飯類
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31億６千７百万円

（対前期比 112.7%）

売 上 高 構成比 18.0%



事業拠点
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琴似工場 釧路工場

函館工場

旭川支店
北見営業所

帯広営業所

青森営業所

和生菓子、

大福、落雁など

月寒工場

バラエティ食パン

ラスクなど

ようかんがけ製品など

主力工場 パン・菓子・米飯類を製造



取引先

お 客 様

スーパー、コンビニエンスストア、ドラッグストア、学校など
約6,000店
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（売上高は、２０１５年３月期／単位以下切り捨て）

【当社売上高構成比】



経営理念
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「おいしく、北海道らしく。」の追求
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『絹艶北海道』

北海道産小麦を

使用

『十勝しゃっきりコーン』

士幌町産の新物コーンを使用

2015年で10年目

『北海道ミルクパン』

北海道産牛乳を使用

２/１
新発売



「おいしく、北海道らしく。」の追求
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「株式会社 土倉」と

コラボレート

ほうじ茶・抹茶を使用

「福山醸造株式会社」と

コラボレート

みそ・しょうゆを使用



「おいしく、北海道らしく。」の追求
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・食べ飽きないおいしさを追求した 「絹艶」
・お求めやすい価格、かつ、おいしさを追求した

「みんなの食パン ANN（アン）」の展開

「Kitaラスク」

「ラスク チーズ蒸しパン」などを展開
北海道内のお土産店などで販売

ロングライフ製品（パン・菓子）の展開



安全・安心で高品質な製品を提供するため、「食の安全・安心」を

最優先課題に掲げ、原材料調達から生産、出荷まで全ての工程を

ＡＩＢフードセーフティシステム（ＡＩＢ国際検査統合基準）に則り、全工場に

おいて継続的に食品安全衛生管理体制を強化

各工程における衛生・品質管理の指導・徹底

科学的な検査に基づく、製品の出荷判定・期限決定

品質の安定・向上 おいしさと安全・安心の追求
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①・②を更に推進・徹底するため、

全従業員が参加する「N・NPM活動」を実施

品質の安定・向上を現場の改善から支える



社会貢献活動
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北海道、青森県、北海道警察、札幌市との間で、

災害時の物資供給について協定を結び、協力体制を整えています

（2015年９月イオン札幌平岡店、2014年９月札幌大学で実施）

ロングライフ製品の展示、救援物資の輸送訓練など

東日本大震災以後、特に防災に関する取組みを強化しています



当 期 比 較 増 減

金 額 構成比 金 額 前年同期比

食 パ ン 1,850 13.70 48 102.7

菓 子 パ ン 5,165 38.25 ▲50 99.0

和 菓 子 2,577 19.09 4 100.2

洋 菓 子 945 7.00 56 106.3

調理パン・米飯 2,521 18.67 90 103.7

そ の 他 444 3.29 ▲0 99.8

売 上 高 合 計 13,505 100.00 148 101.1
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２０１６年３月期 第３四半期（４月～１２月） 決算状況

概況 部門別売上高

 主力製品の品質向上と育成

 市場動向やお客様のニーズに
即した高付加価値製品の開発
ならびに拡販

 食パン部門は主力の「絹艶」シリーズ
に「絹艶北海道」を新たに投入したこ
とに加え、低価格帯の製品およびバ
ラエティ食パンが伸長し、順調に推移

 調理パン・米飯部門は、量販店向け
の米飯が引き続き堅調に推移し、前
年同期の売上を上回る

（単位：百万円）（単位：百万円）

当　　　　期

金　額 前年同期比

売 上 高 13,177 99.1

営 業 利 益 201 87.1

経 常 利 益 174 83.7

当 期 純 利 益 137 96.8

部門別売上状況

当 期

金 額 前年同期比

売 上 高 13,505 101.1

営 業 利 益 391 105.5

経 常 利 益 394 103.4

当 期 純 利 益 243 113.2
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業績推移

売上高 経常利益（単位：億円） （単位：百万円）

売上高経常利益率

（予想） （予想）
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業績推移

当期純利益 利益剰余金（繰越損失）（単位：百万円） （単位：百万円）

（予想） （予想）
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株価推移（２００７年３月～２０１５年１２月）

（円）



株主還元
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【2015年度の株主優待商品】

毎年７月に送付

収益率の更なる向上をはかるとともに、財務体質および経営基盤の強化を
最大の課題に掲げ、早期復配と継続して配当できる体制を構築できるよう
目指してまいります

当社事業へ一層のご理解と製品をご愛顧をいただき、多くの株主様に
株式を保有していただきますよう、株主優待制度を設けております

毎年３月３１日（基準日）現在の株主名簿に
記載された１単元（1,000株）以上を保有の
株主様１記名に対して、
販売価格2,000円相当の当社製品を
お送りいたします
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注意事項

本資料の予想は、本資料公開日現在において、入手可能な情報、
あるいは想定できる市場動向などを前提としており、不確実性が
含まれています。

実際の業績は、今後の様々な要因により、予想と異なる結果となる
可能性があることをご承知おきください。

投資に関する決定は利用者ご自身のご判断において行われるよう
お願いいたします。


